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6月期の国宝特別展示「琉球王国時代の絣衣装Ⅲ～御絵図帳と絣文様～（6/8～6/27）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
5
月
3
日
（
木
）
か
ら
5
月
5

日
（
土
）
の
3
日
間
、那
覇
港
新
港
ふ
頭
で
「
那
覇
ハ
ー
リ
ー
」
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
約
21
万
2
千
人
（
3

日
間
合
計
）
が
来
場
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
5
日
、
御
願
バ
ー
リ
ー
に
続
い
て
行
わ
れ
た
本
バ
ー
リ
ー
で

は
、
大
勢
の
観
客
の
声
援
の
中
、
激
し
い
競
槽
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
泊
が
、
追
い
上
げ
る
那
覇
、
久
米
を
か
わ
し
1
着
で
ゴ
ー
ル
。

昨
年
に
続
き
2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

本バーリー 泊が2連覇！！
～第38回那覇ハーリー～

市
で
は
4
月
か
ら
、
市
長
公
用
車
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
か
ら
電
気

自
動
車
へ
変
更
し
ま
し
た
。

C
O
2
の
排
出
が
ゼ
ロ
で
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
っ
た
く
使
わ
な
い
、

地
球
と
環
境
に
や
さ
し
い
車
で
す
。

車
体
に
は
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る「
な
は
エ
コ
君
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
人
・
自
然
・
地
球
に
や
さ
し
い
都
市
な
は
」
の
実
現
に
向
け
街

中
を
走
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市長公用車が
電気自動車になりました！
～CO2の削減につとめます～

　

4
月
19
日
（
木
）、
翁
長
市
長
は
県
庁
を
訪
れ
、
仲
井
眞
県
知
事

に
対
し
「
中
核
市
指
定
申
出
の
同
意
」
に
つ
い
て
の
申
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
核
市
移
行
に
向
け
た
総
務
大
臣
へ
の
申
出
を
前
に
、

県
議
会
で
の
承
認
を
得
ら
れ
る
よ
う
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

翁
長
市
長
は
、「
こ
の
1
年
間
は
移
行
準
備
の
た
め
、
関
係
部
局

長
お
よ
び
職
員
と
と
も
に
準
備
し
て
い
き
た
い
」
と
改
め
て
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

平成25年度 県内初の
中核市移行へ向けて

～中核市指定申出の同意についての申入れ～

　

4
月
19
日
（
木
）、「
こ
ど
も
の
日
」
を
前
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
成
長
を
願
い
、
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
、
銘
苅
庁
舎
市
民
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
手
を
つ
な
い
で
登
場
し
た
翁
長
市
長
は
、「
滝
も

登
る
元
気
な
鯉
の
よ
う
に
、
す
く
す
く
と
、
強
く
た
く
ま
し
く
、
や

さ
し
く
育
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
こ
い
の
ぼ
り
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、手
に
し
た
こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
い
ま
し
た
。

こどもたちのすこやかな
成長を願って
～こいのぼり掲揚式～

沖
縄
戦
と
日
本
軍「
慰
安
婦
」展

歴
史
の
実
相
に
ふ
れ
る
機
会
に

開館時間10時～ 18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

学芸員と展示を見よう ～常設展ギャラリートーク～
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。
日 ６月17日（日）午前10時から１時間程度
費  常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、１階受付前に集合して下さい。

現代陶芸って何だろう ～大和コレクション・鯉江良二作品展～
現代陶芸を代表する作家・鯉江良二氏の作品が寄贈されまし
た。幅広い作品を作り続ける鯉江良二氏の作品を紹介します。
「現代陶芸」が創り上げる世界をぜひご堪能下さい。
日 6月1日（金）～ 16日（土）　場 3階企画展示室　費 無料
第９回ユッカヌヒーアート展
沖縄の昔ながらの子どもの日・ユッカヌヒー（旧暦５月４日）
にちなんで、県内で活躍する様々なジャンルの作家たちが、子
供も楽しめる作品を大集合させます。最終日は子供向けのイ
ベントも開催します。
日 6月19日（火）～ 24日（日）　場 3階企画展示室　費 無料

開館時間10時～ 18時　
木曜休館　☎869-5266

形を崩した中にも美しさを
感じる茶器
写真：『Daiwa Press Viewing Room vol.10』より

博 館物 t op i c s
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67
年
前
、沖
縄
県
民
は
日
米
の
戦
闘
に

巻
き
込
ま
れ
、多
く
の
犠
牲
を
生
み
ま
し

た
。そ
の
後
27
年
間
米
軍
占
領
下
に
あ
り
、

沖
縄
の
施
政
権
が
日
本
に
返
還
さ
れ
て
今

年
で
40
年
に
な
り
ま
す
。そ
ん
な
戦
中
・
戦

後
史
の
な
か
で
、ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の
存
在
が
あ

り
ま
し
た
。日
本
軍「
慰
安
婦
」で
す
。

那
覇
市
に
は
、か
つ
て
朝
鮮
半
島
か
ら

連
行
さ
れ
、戦
後
も
帰
国
す
る
こ
と
な
く

晩
年
を
暮
ら
し
た
元「
慰
安
婦
」の
方
が
い

ま
し
た
。
1
9
7
5
年
に
、復
帰
後
の
沖

縄
で
の
在
留
許
可
を
得
る
た
め
、彼
女
が

は
じ
め
て「
慰
安
婦
」被
害
者
と
し
て
名
乗

り
出
た
こ
と
で
、日
本
軍「
慰
安
婦
」の
存

在
が
国
際
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

ま
た
1
9
4
4
年
の
10
・
10
空
襲
の
あ

と
、辻
遊
廓
の
女
性
た
ち
も
日
本
軍
の「
慰

安
婦
」に
さ
れ
た
こ
と
が
、本
市
が
刊
行
し

た『
な
は
・
女
の
あ
し
あ
と　

那
覇
女
性
史

（
近
代
編
）』を
は
じ
め
、県
内
市
町
村
史
、

元
日
本
軍
将
兵
の
証
言
記
録
、さ
ら
に
日

本
軍
の「
陣
中
日
誌
」等
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
う
し
た
動
き
の
中
、沖

縄
の
女
性
史
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、

県
内
に
の
べ
1
3
0
か
所
を
超
え
る
慰
安

所
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
、改
め
て
女
性
の
視
点

か
ら
歴
史
を
見
直
し
て
み
よ

う
と
、王
国
時
代
か
ら
沖
縄
戦

ま
で
の
歴
史
と
と
も
に
、「
慰
安

婦
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沖
縄
の
戦
中
・
戦

後
を
振
り
返
り
ま
す
。

企
画
展
で
は
、図
や
写
真
で
構
成
し
た

パ
ネ
ル
を
中
心
に
、「
陣
中
日
誌
」や
市
町

村
史
等
が
手
に
取
っ
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。歴
史
の
実
相
に

触
れ
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ 

那
覇
市
歴
史
博
物
館
／

な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
9
5
1

・3
2
0
3

軍人倶楽部内部見取図

鯉江良二氏の作


